
【駒ヶ根市テレワークセンター】 
 

都市部企業、地域産業・学生が 
共に働き・学ぶための機能を装備 

駒ヶ根 ＫＩＣ ＯＦＦ（キックオフ） プロジェクト 

提案者 駒ヶ根市、（株）ステラリンク、田舎暮らし駒ヶ根推進協議会、（株）テレワークマネジメント、長野県 

モデル類型 類型Ａ （＋類型Ｄ） 

実施地域 長野県駒ヶ根市 移動人数 ６人 

事業概要 

二つのアルプスを望む高原の恵まれた環境に、サテライトオフィスと、これに隣接するテレワーク
センターを開設し、都市部のITなどの企業を誘致。パブリッククラウドサービスを活用し、都市部
と同じ仕事ができる環境を整備し、駒ヶ根市への人と仕事の流れを創出するとともに、IT教育や
新たなビジネス創造の場となる地元産業などとの連携機会を創出し、地域活性化につなげる。 

別紙３ 

都市部からの人と仕事の流れを 
生かして、地域に新しい連携の場を 
つくることで、新ビジネスを創出する 
機能のテレワークセンターを中心に 
ＩＴで未来の駒ヶ根をキックオフする 

駒ヶ根 KIC OFF プロジェクト 



モデル類型について 
 
類型A： 
地方のオフィスに、都市部の企業が社員を派遣し、本社機能の一部をテ
レワークで行う。 
 
類型B： 
子育てや親の介護を理由に地方への移住を希望する社員が、テレワーク
で勤務を継続する。 
 
類型C： 
クラウドソーシング等を利用し、個人事業主として、又は起業により、都市
部の仕事をテレワークで受注する。 
 
類型D： 
都市 部の企業が、テレワークで働く人材を、新規に地方で採用する。 
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